
 

 

 
 

 
 

 

 

土
佐
希
望
の
家
、
３
病
棟
あ
ざ
み
で
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
森
田
豊
の
後
見
人
、
兄
、

森
田
實
で
す
。 

 

豊
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
脳
性
麻
痺
に
よ

り
、
両
手
両
足
に
動
き
が
な
く
、
私
と
家
内
が

豊
の
教
育
と
体
の
運
動
に
つ
い
て
対
応
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
豊
の
両
手
両
足
の
動
き
は
難

し
く
、
頭
の
働
き
は
良
く
な
り
、
豊
は
常
に
働

け
た
ら
と
く
や
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

家
内
が
昭
和
三
十
五
年
に
産
後
輸
血
し
た

時
後
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
に
な
り
、
入
退
院
を
繰
り

返
し
、
足
が
不
自
由
に
な
り
、
豊
の
面
倒
が
見

ぬ
く
く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
時
、
県
職
に
私
は
い
た
の
で
、
豊
を
土

佐
希
望
の
家
に
入
所
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
こ

の
対
応
に
よ
り
、
平
成
九
年
八
月
二
十
六
日
入

所
さ
せ
て
い
た
だ
き
現
在
に
至
り
ま
す
。 

 

豊
の
身
体
は
麻
痺
に
よ
り
動
き
が
な
く
、

又
、
年
齢
に
も
よ
る
の
か
、
大
便
が
出
ぬ
く
く
、

こ
の
大
便
を
出
す
た
め
に
、
腹
部
、
腰
に
バ
イ

ブ
レ
ー
タ
ー
を
か
け
、
そ
し
て
看
護
師
の
方
々

に
よ
る
人
手
に
よ
り
、
便
を
出
す
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
い
つ
ま
で
続
く
か
が
、
又
、
生

命
が
心
配
で
す
。 

土
佐
希
望
の
家
の
職
員
の
方
々
、
又
、
直
接

の
看
護
師
の
方
々
、
豊
の
た
め
に
誠
意
あ
る
対

応
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
豊
に
頑

張
っ
て
生
き
て
く
れ
る
よ
う
兄
と
し
て
祈
っ

て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

森
田 

實 

ご
厚
意 

                   

四
月
十
九
日
（
日
）
、
花
見
・
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
気
持
ち
の
良
い

お
天
気
の
も
と
、
楽
し
く
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
楽

し
ん
で
、
昼
食
も
外
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
し

た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
保
護
者

の
方
や
職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
し

ま
し
た
。
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。 

                                                                                 

    
 

 
 

 
 

 
 

在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー 

北
山
道
夫 

        

重
症
児
・
者
を
抱
え
て
、
在
宅
で
生
活
を
す
る

こ
と
は
、
本
当
に
大
変
な
こ
と
で
す
。
熱
が
出
た

り
、
発
作
を
起
こ
し
た
り
な
ど
、
そ
の
た
び
に
主

治
医
の
も
と
へ
と
走
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
年
齢
と
と
も
に
体
力
的
に
も
、
精
神
的

に
も
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
そ
の
意
味

で
、
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
は
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。 

 

私
は
長
年
、
在
宅
の
通
園
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
人
の
痛
み
の
わ
か
る
職
員
、
心
配
り
の
で
き
る

職
員
を
目
指
し
、
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
行
動

を
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。 

 

通
園
事
業
は
、
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の
一
つ
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
そ
し
て
保
護
者

の
皆
様
が
、
明
る
く
前
向
き
に
、
元
気
で
頑
張
れ

る
助
け
に
な
れ
る
場
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
行
き
届
か
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省

す
る
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

満
足
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
つ
も
な
い
望
み
の
よ

う
で
す
が
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
に
限
り
な
く
近
い

も
の
を
求
め
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。 

      

『北
山
さ
ん
３
８
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
！
』 

         

三
月
十
二
日
（木
）
、
土
佐
希
望
の
家
分
校
の
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
希
望
の
家
通
学
生
か
ら

は
乾
由
季
さ
ん
、
野
本
智
之
さ
ん
の
２
名
が
高
等

部
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

                              

    

５
月
９
日
（
土
）
、
２
病
棟
西
に
入
所
さ
れ
て
い

る
中
沢
滋
さ
ん
の
八
十
八
歳
米
寿
を
祝
う
会
を

し
ま
し
た
。
大
正
十
一
年
生
ま
れ
の
滋
さ
ん
は
昭

和
五
十
一
年
に
入
所
さ
れ
、
そ
の
後
三
十
三
年

間
、
土
佐
希
望
の
家
で
過
ご
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
入
所
者
の
方
の
中
で
最
高
齢
で
す
。
百
歳

目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！ 

                                                       

そ
し
て
、
四
月
八
日
（
水
）
に
は
土
佐
希
望
の
家

分
校
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
７
名
の
新
入
生

の
う
ち
、
希
望
の
家
か
ら
は
中
村
達
也
さ
ん
（
中

学
部
）
、
岡
林
秀
宜
さ
ん
、
佐
藤
誠
さ
ん
、
森
本

英
子
さ
ん
（
高
等
部
）
が
新
し
く
入
学
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

            

               
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  

【
寄
付
金
・寄
付
物
品
】 

小
林
豊
様 

吉
本
美
代
子
様 

安
藤
俊
樹
様 

物
部
川
漁
業
（
協
）
様 

坂
田
二
子
様 

天
理
教

潮
分
教
会
様 

福
原
千
江
様 

 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】 

う
ぃ
ず
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様 

高
知
福
祉
専
門

学
校
様 

笹
山
瑠
美
様 

金
澤
智
美
様 

佐
野
マ

イ
コ
様 

清
和
女
子
高
校
様  

      

☆ 

編
集
後
記 

☆  

 

中
学
校
入
学
か
ら
米
寿
の
お
祝
い
ま
で
、
希
望

の
家
の
利
用
者
の
方
々
は
、
世
代
も
幅
広
い
な
あ

と
今
回
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
滋
さ
ん
金
色
の
ち

ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
が
似
合
っ
て
ま
す
ね
！ 
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

HAPPY LIFE 

家族の窓  

3 病棟あざみ 

森 田 豊  様

これからみんなで頑張っていきましょう！ 

たくさんの想い出ができましたね！ 

練習の成果を発揮しました？！ 

あざみにボランティアに来てもらって

いた笹山さんと金澤さんが高知大学医

学部を卒業され、最後のボランティアと

なりました。ありがとうございました！

また遊びに来てくださいね！ 

滋さん“おめでとうございます！！” 



平成２１年度 事業計画(重点目標) 

  

  

１  全体 

① 職員ひとり一人が、重症心身障害児施設の役割に

ついて理解を深めるとともに、「土佐希望の家の

理念」の実現に向けて「私たちの行動指針」を実

践し、「良質な医療と豊かな暮らし」を提供する。 

② 各専門領域における技術や知識の向上を図るた

め、積極的に研修に取り組む。 

③  与薬ミスや骨折事故の減少と、院内感染の防止に

努める。 

④  保護者とのコミュニケーションを密にする。 

⑤  腰痛対策など、職員の健康管理に努める。 

⑥  福祉サービス第三者評価事業の結果を生かし、よ

り高いサービスを提供できるように取り組む。 

⑦ 人材の確保と養成に努め、利用者へのサービスの

充実と施設運営の安定化を図る。 

⑧ 平成２２年度の土佐希望の家創立４０周年記念

事業の準備を進める。 

２ 事務部  

① 福祉や医療の制度改正に留意し、施設の将来像に

ついて検討を進める。 

② 業務の効率化、迅速化、適正化に努める。 

３ 医務部 

(1)  リハビリ 

  ① サービスの充実に努めるとともに、収入増を図

る。 

② 他職種との連携を強化し、利用者のＱＯＬの改善

につなげる。 

 ③ 重症児リハに関する研修、学習に取り組む。 

(2)  検査 

      検査値の標準化に取り組む。 

(3)  薬剤 

      薬剤管理指導業務の届出について検討を行う。 

(4)  給食 

行事食、嚥下食などを充実するように努める。 

４  看護部 

(1)  共通 

① 重症心身障害児(者)の特殊性を理解した看護技

術を身につける。 

② 看護師の確保と、新人職員の育成、定着に向けて

取り組む。 

③ 利用者の病状と病棟の特性に応じた病棟への配

置を行う。 

④ 短期入所とタイムスティの受入に努める。 

(2)  １病棟(こすもす棟) 

 ① 利用者の生活水準の向上に努める。 

②  利用者の異常の早期発見と早期対応に努める。 

③ 施設内外の各種の研修に積極的に取り組む。 

 

 

☆お知らせ☆ 
“障害児（者）の皆さんの外来診療を行っています。 

お気軽にご利用下さい。” 

診療科目 内科、リハビリテーション科 

診療時間 月曜日から金曜日まで １３：００～１７：００ 

この曜日（時間）でも診察できない場合がありますし、この曜日（時間）以外でも診察できる場合もあります。あらかじめ、電話で

ご相談下さい。 

受診方法 電話で予約していただいた上で来所下さい。予約がないときは、対応できない場合がありますので、ご注意下さい。  

電話番号 ０８８－８６３－２１３１ 

担当医師 内科 西村直己医師ほか リハビリテーション科 江口壽榮夫施設長 

 

(3) ２病棟(たんぽぽ・すみれ棟) 

 ① 病院であり、かつ、生活の場であることを踏まえ、

看護だけでなく、生活の面に関しても、思いや

りのある、きめ細かな対応に努める。 

 ② 保護者や他職種との協調、連携を図り、働きがい

のある職場づくりに努める。 

 ③ 看護師配置７：１を維持するため看護師の確保と

定着に努める。 

(4) ３病棟 

① 老化と重症化に応じた医療の提供と、個々の利

用者に応じた援助を行う。 

② 施設内外の研修に積極的に参加する。 

③ 誤薬や事故の対策に取り組む。 

５  療育部 

(1)  共通 

① 生活支援基準を活用し、利用者本位のサービスの

向上に努める。 

② ＱＯＬの実態調査と権利侵害行為の実態調査を

実施し、利用者の権利擁護に取り組む。 

③ 療育部の人材育成システムをつくる。 

ＯＪＴ(職場内実践的指導)を重視する。個別指導

育成計画の策定する。経験別(新人、2～4 年、

10～20 年)実践的研修を実施する。 

④ 各職種間で共有するアセスメント及び個別支援

計画を策定し、実施、評価のための管理シートを

作成する。 

⑤ 日中活動支援を充実する。病棟外のクラブ活動へ

の参加を試みる。 

(2) １病棟(こすもす棟) 

  ①  小集団での取組(スヌーズレン等)を行う。 

② 散歩を増やす。 

③ お楽しみ会の充実に取り組む。 

(3) ２病棟(たんぽぽ・すみれ棟) 

      個別のかかわりの時間を確保する。 

(4) ３病棟東(あざみ棟) 

      一人の漏れもなく、各人に適した取組をし、生き

甲斐づくりを進める。 

(5) ３病棟西(ひまわり棟) 

① 全員参加の行事の充実に取り組む。(季節行事、

祝い事、飲食店を開くなど。) 

② 生活支援基準にそって利用者の個別性を重視し

た支援に取り組む。 

６ 在宅支援センター 

 ①  年間通園利用者の平均１５名の維持に努める。 

 ②  保護者との面談を行い、要望を聞くとともに、ケ

アプランを確認する。 

 ③  利用者に応じた対応が出来るように努める。(医

療ケア、取り組み、通園時間、通園回数など) 

 

 

     

三
月
二
十
五
～
二
十
六
日
、
浜
口
さ
ん
、
村
上

さ
ん
、
前
田
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
で
ニ
ュ
ー
レ
オ
マ

ワ
ー
ル
ド
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

二
十
五
日
午
後
、
園
を
出
発
、
今
宵
の
宿
は
“
ホ

テ
ル
レ
オ
マ
の
森
”
ゆ
っ
た
り
し
た
ベ
ッ
ド
、
ち
ょ
っ
と

リ
ッ
チ
な
部
屋
で
し
た
。
夕
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
、
何

度
も
好
き
な
も
の
を
取
り
に
行
き
、
お
な
か
い
っ

ぱ
い
食
べ
、
満
足
、
満
足
。 

 

二
十
六
日
は
朝
か
ら
“
お
も
ち
ゃ
王
国
”
へ
行
き
、

汽
車
、
観
覧
車
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

シ
ッ
プ
、
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
な
ど
沢
山
の
乗
り
物
に
乗

り
ま
し
た
。
緊
張
し
、
握
り
棒
を
し
っ
か
り
握
っ
て

い
る
人
、
嬉
し
く
て
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
る
人
、
そ
れ

ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ど
う
で
し
た
？
お

も
し
ろ
か
っ
た
！
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
又
行
こ

う
ね
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
病
棟
療
育
員 

田
村
ゆ
か
り 

                                                            
  

 

                   

四
月
二
十
三
日
（
木
）
、
希
望
の
家
の
敷
地
内
で

「
第
２
回
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続
い
て
第
２
回
目
を
迎

え
た
こ
の
大
会
。
今
年
も
電
動
車
い
す
部
門
、
車

い
す
自
走
部
門
、
歩
行
部
門
な
ど
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
頑
張
り
ま
し
た
。 

                                                          

          

こ
ん
に
ち
は
、
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
セ
ン

タ
ー
で
は
３
月
よ
り
喫
茶
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。
き
っ
か
け
は
昨
年
秋
に
県
外
の
通
園
施
設

で
“
喫
茶
”
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
興
味
を

持
ち
、
セ
ン
タ
ー
で
も
他
病
棟
の
方
々
に
き
て
い

た
だ
き
交
流
の
場
を
設
け
、
広
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
名
称
「
や
ま
も
も
」
は
在
宅
支

援
セ
ン
タ
ー
Ａ
型
通
園
「
や
ま
も
も
ホ
ー
ム
」
か
ら

つ
け
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
コ
ー
ヒ
ー
と
ミ
ッ
ク
ス
ジ

ュ
ー
ス
（
ど
ち
ら
も
１
０
０
円
）
の
２
品
だ
け
で
す
が
、

コ
ー
ヒ
ー
を
た
て
て
、
低
脂
肪
の
ク
リ
ー
プ
や
ノ
ン

カ
ロ
リ
ー
シ
ロ
ッ
プ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ

ー
ス
は
、
厨
房
に
缶
詰
や
牛
乳
、
バ
ナ
ナ
を
頼
み
、

ミ
キ
サ
ー
で
作
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
や
ま
も
も
」
で
は
通
園
利
用
者
様
と
職
員
が

一
緒
に
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」と
お
迎
え
し
、
ご
注

文
を
伺
う
ホ
ー
ル
係
、
ミ
キ
サ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
押

す
係
、
会
計
係
と
役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す
。 

 

３
月
は
３
病
棟
東
、
４
月
は
２
病
棟
西
の
方
に

主
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
＆
ミ
ッ
ク

ス
ジ
ュ
ー
ス
の
味
は
未
完
成
な
の
で
す
が
、
「
お
い
し

か
っ
た
～
」
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
、

「
や
ま
も
も
」
に
ち
ょ
っ
と
の
ん
び
り
コ
ー
ヒ
ー
で
も

飲
み
に
来
ま
せ
ん
か
？ 
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職員も参加して「よういスタート！」 

In レオマワールド！ 

（香川県） 

いらっし

ゃいませ 

❤ 

コーヒーと

ミックスジ

ュースいか

がですか？ 

み ん な で 汽 車 ？

に 乗 っ て ゴ ー ゴ

ー！ 


